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――NHKワシントン支局長だったこと
で、ノンフィクションに強いという印象が広
まっています。今回、フィクションを執筆し
た狙いは?

フィクションとノンフィクションの

違いにこだわりを持っていません。こ

の作品を書いていた2005年夏の時点

で、「少し先のことを書きたい」と思い、

フィクションの形を選びました。

とはいえ、会話の1つのフレーズに

至るまで、裏打ちなく書いたものはあ

りません。とすると、ノンフィクショ

ンでは各場面の情報源が特定されやす

い。今回は取材源を秘匿するためにも

フィクションにしました。

脱稿後に、不正取引の温床となって

いたマカオの銀行と、米銀との取引が

事実上停止されるなど、この小説に登

場させたような出来事が起こりまし

た。そういう意味では、いつかはフィ

クションからノンフィクションに分類

が変わるかもしれませんね（笑）。

――物語は北朝鮮の偽ドル札問題を中
心に展開してきます。

現在、北朝鮮が製造しているとされ

る偽札は、第3世代に入りつつあると

言われています。

第 1世代は 1989

年にフィリピンで発見

された 100ドル札で、

「スーパーダラー」と呼

ばれました。当初は、米

政府が歯牙にもかけない

程度の出来栄えでした

が、そのうちに精巧なものが出始める

ようになりました。

それに耐えかねた米政府は、96年

に紙幣を改刷しました。様々な技術を

盛り込み、当時、400億円程度の費用

をかけました。ところが、数年すると

これにまで対応した第2世代の偽札が

出てきた。

そして、2007年に再度紙幣を改刷

せざるを得ないところまで追い込まれ

ました。その準備のために2005年春

から米政府は新紙幣のスペックを示

し、それに対応する技術を持つ企業に

声をかけて開発を進めています。IC

タグなどで、日本企業も参加しようと

しているわけです。

ところが、米政府が示したスペック

などの情報を基にして、まだ発行され

ていない新札に対する偽札が既に出始

めている。これが第3世代の「ウルト

ラ・ダラー」なのです。この偽札により、

経済的な混乱を引き起こすなどの新た

なテロリズムも懸念されています。

――北朝鮮問題を主
題に、日、米、英、中の4
カ国がしのぎを削るわ
けですが。

ここで描きたかっ

たのは、北朝鮮問題

の背後にある米国と

中国の対立です。日本

の読者の関心が高い北朝鮮の動向を入

り口に、国際情勢を解き明かそうと考

えました。朝鮮半島問題では米中の直

接対立は起こり得ません。だが、台湾

海峡を挟んだ中台間で衝突が起きれ

ば、米中対立が顕在化します。

そこで、こうした各国の動きを冷静

に解き明かす役回りで、日本を舞台に

活躍する英情報機関の諜報員を主人公

に選びました。

――これからの活動は。

この話の続編を書くかどうかはまだ

決めていません。しかし、もし書くの

であれば、今度は中台関係の方に焦点

を移していきたいですね。

また、将来は歴史上の巨人、つまり

有名な政治家がどんな行動をしてきた

かを描きたい。例えば、2001年9月

11日の小泉純一郎氏、拉致事件前夜

の金大中氏などに焦点を当てていきま

す。フィクションかノンフィクション

かは、状況によって使い分けながら。
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